
 

          【学校教育目標】 日本一 学びあう学校    高知市立南海中学校 学校便り  No.７ 

                                                            令和５年４月 13日（木）  通算 2153号 

                                                          高知市長浜 5235   ℡088-842-3291 

 

定期テスト → 単元テスト ＋ 学力診断調査   南海中の学力定着のしくみ 

単元ごとの学習内容をしっかり定着させることを目的として，南海中では定期テストを廃止し，代

わりに『単元テスト』を導入しています。短いスパン（スモールステップ）で学習を振り返ることが 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度の学力診断調査実施計画 

 １学期 ２学期 ３学期 

１年 － ６月 21日 ８月 31日 11月１日 ３月 15日 

２年 － ６月 21日 ８月 31日 11月１日 ２月上旬 

３年 ４月 11日 ６月 21日 ８月 31日 11月１日 １月 10日 

※ １・２年の実施日は授業の進度等により変更になることがあります 

 

説明をしっかり聞いていれば本当に分かる？   南海中学校の授業での学び方 

お話や講演を聞いていると，誰にもどうしても眠くなってしまうという経験があります。それもそ

のはず，話を「聞く」だけでは，内容の５％しか頭に残らないのだそうです。最近はスライドなどを

使っての説明も増えてきましたが，「見て聞く」のだと内容の 20％が理解でき，さらに「実演」が入

ると 30％ほど理解が進むそうです。しかし，それでは受け身の学習にしかならず，それ以上の「わか

った」にはなりにくいと言われています。 

 ところが，「グループで討論」「実際にやってみる」「他の人に教える」といったアクティブな（自

分からの）活動を授業に取り入れると，学習定着度が飛躍的に高まることが知られています。 

 南海中学校では，この考えに着目し，専門の講師の方からのアドバイスを受けながら，生徒が互い

に学びあう学習スタイルを導入して今年で 12年目を迎えています。 

この方法は，「主体的な学び」「アクティブラーニング」とい

った言葉で表され，全国の小学校で令和２年度から，中学校でも

令和３年度から本格的に導入された新しい学び方のスタイル

で，この先，社会に出てからも必要とされる力を育てます。 

 また，この学び方では，教えてもらう側だけでなく，教える側

もさらに理解が進むという利点があります。南海中学校がめざ

すのは「教えあい」ではなく，どの学力の生徒も伸びる「学びあ

い」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しっかり聞けば分かるという受け身の学習よりも，関わりあい，話しあい，考え，議論することを

通じて，自分から進んで学習に参加するようになることが，何よりも力をつける学びの原動力になり

ます。以上のことは，授業が始まる４月 10日（月）に全校生徒に向けて説明しました。 

～ MINAMI KAZE ～ 

アクティブな学びへ 

できるのが利点です。そしてそれが

後々にも定着しているかを測るのが

『学力診断調査』（＝実力テスト）です。 

 南海中では１・２年生で年間４回，３

年生で年間５回の学力診断調査を行

い，進路決定の際の参考資料にも役立

てています。 昨年度の１年生のようす 

昨年度の１年生のようす 


